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白石城大櫓のしゃちほこ
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就
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白
石
市
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獲
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嬢器

陸
磁

麻

生
　
寛

　
こ
の
度
の
改
選
に

あ
た
り
ま
し
て
、
市

民
の
多
数
の
方
々
の

ご
推
挙
を
受
け
、
か

つ
、
市
民
多
数
の
方

々
の
ご
支
持
を
得
ま

し
て
、
は
か
ら
ず
も

六
度
市
政
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
こ
と
は
感
慨
無
量

な
も
の
が
あ
る
と
同

時
に
責
任
の
重
大
さ

に
身
の
引
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　
四
萬
二
千
市
民
の

奉
仕
者
と
し
て
、
一

点
の
疑
惑
も
招
く
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
決
意
を
新
た

に
し
て
お
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
新
た
な
就

任
に
あ
た
り
、
す
べ

て
の
過
去
を
反
省
す

る
と
と
も
に
、
明
る

く
豊
か
で
、
そ
し
て

住
み
よ
い
白
石
を
建

道設
す
る
た
め
、
当
面
山
積
す
る
諸
問

題
と
寸
時
を
惜
し
ま
ず
真
剣
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
ず
、
近
く
全
線
開
通
さ
れ
ま
す

東
北
縦
貫
自
動
車
道
、
昭
和
五
十
二

年
営
業
開
始
予
定
の
東
北
新
幹
線
新

白
石
駅
の
設
置
と
相
侯
っ
て
、
駅
周

辺
の
環
境
の
整
備
、
国
道
四
号
線
白

石
バ
イ
パ
ス
の
建
設
等
仙
南
地
域
の

韓
翻
郷
、
鞭
．
鷺

て
、
さ
わ
や
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
と
騨

す
る
ほ
か
、
教
育
施
設
の
整
備
拡
充
、

老
人
な
ら
び
に
乳
幼
児
の
福
祉
の
た

め
の
施
策
等
出
来
る
だ
け
広
い
視
野

で
多
く
の
市
民
と
話
し
合
い
の
場
を

持
ち
、
あ
く
ま
で
現
実
に
即
し
て
市

政
の
発
展
の
た
め
全
力
を
捧
げ
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
等
諸
問
題

の
解
決
に
は
、
市
民
各
位
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
が
な
け
れ
ぱ
、
到
底

そ
の
実
現
は
不
可
能
と
存
じ
ま
す
の

で
、
何
卒
今
後
と
も
、
旧
に
倍
し
て

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　
春
の
生
存
者
叙
勲
受
章
者
が
四

月
二
十
九
日
決
ま
り
、
本
市
よ
り

三
人
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た

　
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
心
か
ら

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
勲
五
等
旭
日
章

　
弓
　
地
　
忠
　
男
氏
（
校
医
）

勲
五
等
瑞
宝
章

上
杉
　
泉
氏
（
木
材
事
桑
V

渉

勲
七
等
旭
日
章

遠
藤
文
治
氏
（
消
防
）
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厘圃英女王エリザベスニ世の戴冠式（日召和28年
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白
石
城
大
櫓
の
し
ゃ
ち
ほ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
史
編
纂
委
員
　
飯

　
臼
石
城
は
天
正
十
九
年
（
一
五
九

一
）
蒲
生
郷
成
の
手
に
よ
り
初
め
て

近
世
的
な
城
廓
と
な
り
、
片
倉
景
綱

が
拝
領
入
城
し
た
慶
長
八
年
（
一
六

〇
三
）
に
更
に
大
規
模
な
城
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
二
百
十
余
年
間
仙
台

青
葉
城
以
外
の
唯
一
の
城
と
し
て
、

威
容
を
ほ
こ
っ
た
が
、
文
政
二
年
（

一3一

　
　
　
　
　
　
　
　
沼
寅
　
治

し
ゃ
ち
ほ
こ
一
対
が
飾
ら
れ
て
あ
る
。

　
菊
地
家
は
旧
藩
時
代
竹
屋
敷
と
呼

ば
れ
、
肝
入
（
村
長
）
を
勤
め
た
旧

家
で
あ
る
。
現
在
母
屋
裏
の
旧
用
水

路
わ
き
に
白
石
興
産
会
社
の
記
念
碑

が
立
っ
て
い
る
。
こ
の
辺
り
一
帯
は

も
と
、
白
石
城
主
の
御
痛
惨
儲
の
際

の
休
息
所
と
な
っ
た
、
黄
藁
派
の
護

一
八
一
九
）
に
ほ
と
ん
ど
全
焼
し
た
。
福
寺
の
境
内
だ
っ
た
。
明
治
初
年
廃

翌
年
五
月
か
ら
再
建
が
始
ま
り
、
文

政
六
年
に
は
本
丸
三
階
の
大
櫓
（
天

守
閣
）
の
普
請
も
終
り
、
復
旧
は
見

事
に
完
成
し
た
。

　
明
治
維
新
戦
争
の
際
に
、
白
石
城

は
「
奥
羽
列
藩
同
盟
」
の
根
拠
地
と

な
り
、
戦
後
は
新
政
府
の
東
北
行
政

監
察
の
役
所
で
あ
る
「
按
察
府
レ
が

置
か
れ
、
明
治
四
年
に
兵
隊
屯
所
と

な
る
な
ど
、
軍
事
政
治
の
中
心
機
関

と
な
っ
た
が
、
官
庁
が
廃
さ
れ
る
と

寺
と
な
り
、
六
年
に
蔵
本
小
学
校
（

福
岡
地
区
最
古
の
小
学
校
）
が
開
設

さ
れ
た
が
火
災
に
あ
い
他
に
移
転
し

た
。
こ
の
跡
地
に
、
渡
辺
佐
吉
、
鈴

木
富
太
郎
両
氏
な
ど
が
相
計
り
用
水

路
を
切
り
開
い
て
、
明
治
二
十
三
年

に
英
国
製
の
石
臼
式
製
粉
機
を
外
入

の
手
に
よ
り
据
え
つ
け
、
職
工
学
校

（
東
京
工
大
の
前
身
）
製
作
の
タ
ー

ビ
ン
で
廻
し
て
製
粉
を
し
、
温
麺
工

明
治
七
年
に
は
解
体
払
下
げ
ら
れ
て
、
県
内
最
初
の
快
挙
で
あ
っ
た
。

石
垣
ま
で
持
ち
去
ら
れ
る
な
ど
の
悲

運
に
遇
っ
た
の
で
あ
る
。

　
表
紙
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
の
写
真
は
、

三
階
大
櫓
の
屋
上
高
く
そ
び
え
て
い

た
も
の
で
、
現
在
は
払
下
げ
を
受
け

た
福
岡
蔵
本
の
菊
地
民
衛
家
の
母
屋

前
の
庭
園
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
小
原
温
泉
ホ
テ
ル
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
や
ぐ
ら

づ
み
や
の
玄
関
脇
に
白
石
城
偶
櫓
の

投票日は7月7日

業
発
展
の
基
礎
を
造
っ
た
の
で
あ
り
・
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員

　
な
お
、
も
と
百
以
上
あ
っ
た
水
車
　
義

に
代
っ
て
新
鋭
の
タ
ー
ビ
ン
利
用
の
陥

工
場
が
出
来
、
製
米
、
製
麦
は
も
と
　
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ヨ
ロ

よ
り
、
製
粉
、
製
材
、
製
麺
、
製
糸
参

蕪
轄
欝
撫
團

た
の
で
あ
る
。
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醍　
　
　
　
　
　
酬

晒勲鰯
憲
謹
馨
鴻
畿

　
地
名
は

　
　
　
正
し
く

　
正
し
い
地
名
が
書
か
れ
て
い
る
場

合
と
、
全
く
誤
っ
て
書
か
れ
て
い
る

場
合
で
は
感
情
的
に
気
分
が
異
な
る

も
の
で
す
。
市
役
所
か
ら
連
絡
さ
れ

る
い
ろ
い
ろ
な
文
書
に
、
例
え
ば
納

税
通
知
と
か
固
定
資
産
税
、
或
は
保

険
税
に
「
柳
川
原
」
と
あ
っ
た
り
「

柳
河
原
」
と
な
っ
て
き
た
り
、
同
一

地
名
が
そ
の
取
扱
に
よ
り
異
っ
て
お

り
、
正
し
い
地
名
に
改
め
て
い
た
だ

け
な
い
か
と
日
頃
思
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
入
場
券
も
同
一
家
族
に
異
っ
た

使
い
分
け
の
あ
る
の
に
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。
も
し
、
外
に
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
改
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ

る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
白
石
市
字
柳
川
原
　
松
本
政
夫

題字は、福中3年

高橋清和くんの作

〔
お
こ
た
え
〕
総
務
課

　
常
に
、
正
し
い
地
名
を
使
う
よ
う

に
、
住
民
登
録
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
市
民
課
窓
口
に
お
い
て
、
ご
指
適

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ご
指
適
の
あ

り
ま
し
た
、
松
本
さ
ん
の
住
所
は
「

柳
川
原
」
に
住
民
登
録
が
な
さ
れ
て

あ
り
ま
し
た
の
で
、
選
挙
人
名
簿
は

住
民
登
録
台
帳
に
基
づ
き
訂
正
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

尚
間
違
い
易
い
「
外
河
原
」
　
「
外
川

原
」
　
「
柳
河
原
」
　
「
柳
川
原
」
等
の

よ
う
な
地
名
で
、
訂
正
を
必
要
と
す

る
方
は
、
市
民
課
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
住
所
更
生
書
に
よ
り
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。
手
続
き
の
と
き
、
印

鑑
、
保
険
証
、
国
民
年
金
手
帳
等
を

ご
持
参
下
さ
い
。

読
ま
れ
る

広
報
紙
づ
く
り
に

　
表
現
は
簡
潔
な
文
で
ず
ば
り
、

　
　
　
　
　
（
匿
名
　
希
　
望
）

〔
お
こ
た
え
〕
　
　
総
　
務
　
課

　
広
報
紙
の
発
行
を
総
務
課
で
担
当

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
満
一
年
に
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
か
ら
、
親

し
ま
れ
る
、
読
ま
れ
る
広
報
紙
作
り

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
従
来
各
課
に

お
い
て
、
ば
ら
ば
ら
に
通
知
し
て
お

っ
た
回
覧
を
廃
し
て
、
各
家
庭
に
広

報
紙
（
一
日
発
行
）
と
お
し
ら
せ
ば

ん
（
十
五
日
発
行
）
を
お
配
り
し
て
、

市
の
行
事
を
少
し
で
も
早
く
お
伝
え

す
る
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
指
適
の
あ
り
ま
し
た
横

書
き
の
頁
の
と
り
方
で
す
が
、
印
刷

所
の
ミ
ス
に
よ
り
右
か
ら
左
に
頁
を

と
り
、
大
変
見
づ
ら
く
ご
迷
惑
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
。
早
速
五
月
号
（

第
二
号
）
よ
り
訂
正
い
た
し
ま
し
た
。

　
又
表
現
は
簡
潔
な
文
で
ず
ば
り
と

の
と
お
り
、
そ
の
様
に
努
め
る
よ
う

心
掛
け
い
た
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
貴

重
な
ご
教
示
が
あ
り
ま
し
た
が
、
紙

児
童
手
当
、

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
新
し
い
企
画
に
よ
る
“
広
報
し
ろ

い
し
”
の
発
行
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
面
の
都
合
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
「
読
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
」
に
　
ま
す
。

投
稿
の
ぺ
ー
ジ
を
設
け
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
一
筆
い
た
し
ま
す
．
　
　
性
、
．
＝
、
．
今
月
の
納
期
譲

◎
　
横
書
き
（
お
し
ら
せ
ば
ん
）
を
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

　
採
用
さ
れ
、
た
い
へ
ん
見
や
す
く

　
な
り
ま
し
た
が
、
横
書
き
の
形
式

　
で
は
頁
の
と
り
方
が
見
に
く
い
よ

　
う
で
す
。
左
か
ら
右
へ
頁
を
と
る

　
と
見
や
す
い
よ
う
で
す
。

◎
「
読
み
よ
い
」
広
報
紙
の
た
め
に
、

畑
　
市
県
民
税
第
］
期

…
　
　
六
月
三
十
日
納
期
限

㎜
完
納
に
ご
協
力
下
さ
い

1”川II”川IIII川咄川lllll『監IIlll”川IlllIIIIIIIilII川II
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六
月
四
日
、
五
日
児
童
手
当
（
昭

和
四
十
九
年
度
）
六
月
期
分
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
白
石
市
内
で
千
名
の
方

が
該
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
所
得
の
限
度
額
が
改
正
さ
れ
、
多

く
の
人
が
手
当
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
新
た
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、

一
度
市
民
課
に

場　　　所
越河出張所
斎川出張所
大平分室
小原出張所
大鷹沢出張所
白川出張所

’マ冨「岳「死室

｛自石市役所
2階第一会議室

お
尋
ね
下
さ
い
。

　
す
で
に
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
一
回
六
月
に
現
況
届
を

出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
届

け
を
し
な
い
と
手
当
は
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
日
程
の
内

に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

　
持
参
す
る
も
の

▽
印
鑑
（
す
で
に
届
出
し
て
い
る
）

▽
加
入
し
て
い
る
年
金
証
書
又
は
健

　
康
保
険
証

一4一

児童手当現況届受付日程
　　時　　　　　間
午前9時30分～午前11時30分
午後1時　　～午後3時
午前9時30分～午前11時
午後1時　　～午後3時
午前9時30分～午前11時
午後1時　　～午後2時
午目r9、　　～午f3寸一一

午前9時　　～午後3時

月　　日

6月貯日

6月17日

6月18日

6月18日

6月19日

6月19日
6月20日

6月21日

地区名

越河
斎川
大平
小原
大鷹沢

白川
福一「珂

白石

　
　
参
議
院
議
員
選
挙

こ
の
一
票
そ
れ
が

　
あ
な
た
の
国
づ
く
り

，
辮

　伊豆半島沖地震災害義えん金街頭募金

をしましたところ、市民の皆様の暖かい

ご協力により、金33，105円の義えん金が

集りました。日本赤十字社宮城県支部を

とおして現地被災者に送りました。

　　自石工業高等学校青少年赤十字

『n ’” 顔 昂ユ叩》7畠ロー恥＝ヴn『ド1再・』　『n　’卜・　『一｝　舳　嘔　『n　rn　恥　’・r　　　「一

匡璽】史上初の姓宇宙飛行士テレシコワさん成功（昭和38年
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稲
作
転
換
実
施
計
画
書

提
出
は
お
早
め
に

　
今
年
か
ら
、
水
田
の
一
般
休
耕
に
　
計
画
書
を
出
し
て
い
な
い
方
は
、
至

は
、
奨
励
補
助
金
が
交
付
さ
れ
な
く
　
急
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
年
転
作
で
も
毎
年
実
施
計
画
書

　
唯
し
、
従
来
通
り
、
他
作
物
の
転
　
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

作
分
の
水
田
に
十
艀
，
当
り
、
三
万
五
　
　
尚
実
施
計
画
書
提
出
召
は
六
月
十

千
円
の
誘
蕩
金
が
交
付
さ
れ
ま
，
丑
日
ま
で
と
な
っ
て
を
享
・
期

す
。

　
さ
き
に
、
農
家
組
合
長
を
通
じ
て

稲
作
転
換
実
施
計
画
書
の
提
出
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
孝
だ
実
施

’
！
’
－
’
！
’
！
フ
一
づ
！
r
づ
ζ
イ
づ
！
2
’
－

限
ま
で
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
補

助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
出
釆

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
㍗
〆
’
イ
’
！
’
ノ
’
κ
’
！
’
！
．
！
’
！
．
！
’
！
’
！
’
－
一
！
’
！
’
〆
、
！
多
、
！
、
づ
．
！
’
多
’
！
多
多
多
’
イ
’
多
多
’
夏
多
・
多
づ
多
多
多
’
夏
！
多
’
1
多
多
多
’
多
多
’
づ
！
多

昭
和
四
十
九
年
度

住
宅
資
金
貸
付
け
受
付
中

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
本
年
の
住

宅
資
金
貸
付
け
を
開
始
し
ま
し
た
。

総
需
要
抑
制
の
時
期
で
す
が
、
福
祉

政
策
の
一
環
と
し
て
予
算
が
認
め
ら

れ
、
住
宅
を
建
て
る
場
合
に
長
期
で

低
利
の
融
資
を
貸
付
種
別
を
も
う
け
、

五
月
二
十
日
よ
り
受
付
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

　
個
人
住
宅
等
の
融
資
申
込
受
付
要

領
で
す
が
、
1
個
人
住
宅
を
建
て
る

場
合
、
住
居
が
狭
く
、
土
地
を
所
有

し
、
保
証
人
が
あ
り
、
収
入
月
額
が

毎
月
の
償
還
元
利
金
の
五
倍
以
上
で

あ
る
こ
と
が
、
主
な
融
資
条
件
で
あ

り
、
融
資
額
は
坪
面
積
と
構
造
に
よ

り
異
な
り
利
率
は
五
・
五
％
で
す
。

一
方
、
土
地
を
有
し
て
い
な
い
方
へ

の
融
資
も
あ
り
ま
す
。

　
2
住
宅
を
改
良
す
る
場
合
は
、
工

事
費
の
七
割
以
内
の
額
（
十
万
～
百

十
万
）
で
年
六
％
の
利
率
で
す
。

　
詳
し
く
は
次
の
金
融
機
関
へ
お
尋

ね
下
さ
い
。

七
十
七
銀
行

徳
陽
相
互
銀
行

振
興
相
互
銀
行

仙
南
信
用
金
庫

白
石
支
店

白
石
支
店

白
石
支
店

本
　
　
店

　
自
然
が
、
緑
一
色
に
包
ま
れ
、
木

々
が
生
き
生
き
と
す
る
季
節
と
な
り
、

害
虫
が
発
生
す
る
時
期
で
す
。

　
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

が
発
生
し
た
と
二

て
お
り
ま
す
。

，トリ

です

リカヒロシアメ
1ま

・
三
連
絡
が
入
っ

　
ア
メ
リ
カ
ヒ
ロ

ヒ
ト
リ
は
、
ア
メ

リ
カ
が
原
産
地
で
、

ア
メ
リ
カ
ヒ
ロ
ヒ

ト
リ
の
特
襟
．
f

▽
　
ク
モ
の
巣
の

　
よ
う
な
糸
を
張

　
っ
て
、
そ
の
中

　
に
一
団
と
な
っ

　
て
生
活
し
て
い

　
る
。

▽
　
下
か
ら
見
る

と
、
枝
葉
が
網

　
の
目
の
よ
う
に
、

　
す
け
て
見
え
る
。

▽
　
成
虫
は
白
い

蛾
で
、
体
長
一

穆
位
い
で
、
年

二
回
発
生
す
る
。

粒
か
ら
八
O
O
粒
を
生
み
、
白
毛

　
で
薄
く
お
お
わ
れ
て
い
る
。

り
、
体
に
白
い
毛
が
生
え
て
い
る
。

▽
　
卵
は
植
物
の
葉
の
裏
に
七
〇
〇

▽
　
幼
虫
は
体
長
三
弛
ン
の
毛
虫
と
な

　
ア
メ
リ
カ
ヒ
ロ
ヒ
ト
リ
の
一
生

　
一
年
に
二
回
発
生
し
、
幼
虫
（
毛

虫
）
の
時
期
に
農
作
物
や
街
路
樹
、

庭
木
を
食
い
荒
し
ま
す
。

　
毎
年
次
表
の
よ
う
な
周
期
で
、
五

月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
ま
で
に
発
生

し
ま
す
。

　
　
　
　
〇

五
月
　
『

　
　
　
　
〇

六
月
［

　
　
　
　
〇

七
月
一

　
　
　
　
〇

ノ～

月

蛾

（
産
卵
）

幼
　
虫
（
巣
虫
）

幼
虫
（
分
散
）

蠕
。
蛾
（
産
卵
）

幼
　
虫
（
巣
虫
）

　
　
　
　
〇

九
月
『
幼
虫
（
分
散
）

　
　
　
　
〇

＋
月
｝
蠕

　
　
　
　
○

ア
メ
リ
カ
ヒ
ロ
ヒ
ト
リ
の
好
む
樹
木

　
カ
キ
、
ク
ワ
、
ク
ル
ミ
、
ヤ
ナ
ギ
、

ボ
ケ
、
モ
モ
、
ナ
シ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
、

サ
ク
ラ
、
ポ
プ
ラ
等
。
　
（
常
緑
樹
、

針
葉
樹
に
は
発
生
し
な
い
）

　
防
除
の
方
法

　
幼
虫
（
毛
虫
）
は
糸
を
吐
い
て
集

団
で
巣
を
張
る
の
で
、
こ
の
時
期
が

人
目
に
つ
き
や
す
く
、
防
除
の
適
期

で
す
。
巣
を
見
つ
け
た
ら
、

◎
　
巣
虫
の
枝
葉
を
切
り
落
し
て
焼

　
却
す
る
か
、
ふ
み
つ
ぶ
す
。

◎
高
い
枝
の
巣
は
、
長
い
棒
の
先

　
に
ボ
ロ
布
を
巻
き
、
灯
油
を
浸
し

　
て
焼
き
捨
て
る
。

◎
　
薬
剤
は
農
業
用
の
デ
イ
プ
テ
レ

　
ッ
ク
ス
剤
、
ス
ミ
チ
オ
ン
、
マ
ラ

　
ソ
ン
等
が
効
果
が
あ
り
ま
す
。

饗難講
法
別
名
日

方
の
社
月

理
小
会
年

調
大
造
造

　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
ス
0
フ
レ
ー
ク
。

　
カ
ッ
ト
。
ブ
ロ
ー
ク
ン
。

　
◎
製
造
年
月
日
の
読
み
方

　
　
6
｝
日

　
　
0

　
　
9
…
月
　
0
1
0
月
Y
11
月
Z
1
2
月

　
　
3
年
西
歴
年
の
末
尾
数
字

　
右
の
例
は
一
九
七
三
年
九
月
六
日

◎
食
べ
ご
ろ

　
缶
詰
は
あ
け
な
け
れ
ば
保
存
は
き

　
　
き
ま
す
が
、
味
の
よ
い
食
べ
ご
ろ

　
　
は
、
ジ
ュ
ー
ス
・
水
煮
は
新
し
い

　
程
良
い
。
味
付
シ
ロ
ッ
プ
漬
三
～

　
六
ケ
月
頃
。
オ
イ
ル
漬
一
年
位
た

　
　
っ
た
も
の
。

◎
注
意

1。

手
に
と
っ
て
絵
や
文
字
マ
ー
ク
を

　
よ
く
読
ん
で
中
味
を
知
ろ
う
。

2。

缶
に
優
や
凸
凹
が
な
く
ふ
た
が
か

　
る
く
へ
こ
ん
で
い
る
の
が
よ
い
。

◎
原
料
の
種
類 罐

詰
の
見
分
け
方

　
◎
表
示
の
マ
ー
ク

　
　
W
野
菜
の
水
煮

　
　
N
肉
魚
の
水
煮

　
　
Y
シ
ロ
ッ
プ
漬

　
　
C
味
つ
け

　
　
K
照
焼
か
ば
焼

　
　
B
み
そ
煮

　
　
0
オ
リ
ー
ブ
油
漬

5　一38度線において朝鮮戦争勃発（昭和25年
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へ（（1！『へ
足

7

圓
（
内
線
二
〇
一
番
）

　
妊
婦
相
談

該
当
者
　
5
月
届
出
の
者

日
時
6
月
1
1
日
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
三
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
2
月
1
日
～
2
日
2
8
日

　
　
　
ま
で
の
出
生
者

場地対日　　地対日
所区象時！区象時

碧百副講角
辮習1磯肝昌

隻季●闘篠

　　時　　 大時
　　　　　　平

六
カ
月
児
検
診

地対日該
　　　当
区象時者

日

時

地対

昭
和
4
8
年
12
月
出
生
者

6
月
20
日
　
午
後
1
時

｝
白
石
地
区

鴎
講

場
所

6
月
2
7
日
　
午
後
1
時

　
　
　
・
斎
川
・
大
平

　
　
　
・
自
川
・

　
　
　
・
小
原
・

自
石
市
民
会
館

十
ニ
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
8
年
5
月
出
生
者

日
　
時
　
6
月
12
日
　
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
三
才
六
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
妬
年
1
2
月
1
日
～

　
　
　
　
3
1
日
ま
で
の
出
生
者

日
　
時
　
6
月
2
5
日
　
午
後
12
時
3
0

　
　
　
分
～
1
時
ま
で
受
付

場
所
白
石
保
健
所

た
ば
こ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
哺

　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
」
が

　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
7
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
ご
た

　
　
　
た
だ
、
β
　
　
　
8
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
　
霞
で
4
，
　
和
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
の
り

國
隔
闊
踊
闘
■
（
⑤
美
春
番
）

6
月
の
行
事

2521181174
日日日日日日

囲民盆囲民盆
碁謡栽碁謡栽

書謡生書謡生
道曲花道曲花

将詩茶将詩茶
棋吟道棋吟道

闊
附
闘
囲
（
内
線
一
六
一
番
）

　
定
期
生
活
相
談

日
時
6
月
5
日
1
5
日
2
5
日

　
　
　
午
前
1
0
時
～
12
時

場
　
所
　
自
石
市
役
所
第
2
会
議
室

高
令
者
職
業
紹
介
相
談

日
時
6
月
4
日
1
8
日

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

場
所
臼
石
市
役
所

　
　
　
　
社
会
福
祉
事
務
所

　
補
聴
器
の
巡
回
サ
ー
ビ
ス

　
身
体
障
害
者
で
補
聴
器
を
ご
使
用

の
方
で
、
故
障
に
よ
り
、
困
っ
て
い

る
人
に
対
し
て
、
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

日
時
6
月
7
日

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

場
所
白
石
市
役
所

　
　
　
　
社
会
福
祉
事
務
所

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

＊＊＊ご利用下さい＊＊＊

蔵王山頂に公衆電話開設

　全国どこへでも通話O　K

　開設期間　　49．5．8～49，11．3

　設置場所　　刈田岳山頂レストハウス内
電話番号　　白石局02242－5－4489

　　　　　　　白石電報電話局

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

麟鱒醸灘
の受付〆切日　　毎月15日

鱗麗
◎許可申請書等

◎出張相談日

場　　　所

越河出張所

斎川出張所
大鷹沢出張所

白川出張所

小原出張所

出張日時地区名

毎月3日9．00～3．00

毎月3日9．00～3．00

毎月5日9．00～3．00

毎月5日9．00～3．00

毎月1日9，00～3．00

河
川
沢
川
原

　
　
　
鷹

越
斎
大
白
小

〉　出張相談日が日曜，祝日のときは翌日とします。

》　白石、大平、福岡地区の方は、何時でも市農業委

　員会事務局でご相談に応じています。

白石市農業委員会（⑤一2111内線226番）

料
　
　
理

華
道
池
坊

華
道
小
原
流

ギ
　
タ
　
ー

和
　
　
　
裁

剣
　
　
道

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
　
　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

闘
一
圏
閣
圏
閃
■
へ
⑤
三
七
舌
番
）
ピ
ン
ポ
ン

6
月
の
行
事

球
技
大
会
　
　
9
日

角
田
ホ
ー
ム
と
交
歓
会
　
1
6
日

日
本
舞
踊
　
　
3
日
10
日
1
7
日
24
日

茶
道
裏
千
家
　
4
日
11
日
18
日
2
5
日

社
交
ダ
ン
ス

リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー

民
　
　
　
謡

着
付
講
習

4
日
n
日
18
日
2
5
日

6
日
1
3
日
2
0
日
2
7
日

7
日
1
4
日
21
日
2
8
日

1
日
8
日
1
5
日
22
日

1
日
8
日
15
日
22
日

3
日
7
日
1
0
日
1
4
日

17

日
21
日
2
4
日
2
8
日

4
日
11
日
18
日
2
5
日

4
日
6
日
11
日
1
3
日

18

日
20
日
2
5
日
2
7
日

6
日
13
日
2
0
日
2
7
日

6
日
1
3
日
2
0
日
2
7
日

7
日
14
日
2
1
日
28
日

1
日
8
日
15
日
2
2
日

番当日休

科外科内曜日月

刈田病院⑤2145

宮城医院⑤2062

刈田病院⑤2145

加藤㈹医院⑥2653

大沼医院⑤2502

芭　　医院⑤2410

水野医院⑤2735

加藤（司医院⑤2001

日
　
日
　
日
　
日

7
1
4
2
1
2
8

7

一6一
匡塵］白石市の人・5月1日現在9．827世帯男19．981人女21．319人計41．3。。人


